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土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
断

し
て
い
る
北
側
地
区
へ
の
土
砂
投

入
事
業
の
計
画
は
あ
る
か
問
う
。

土
砂
投
入
計
画
は
あ
り
、

搬
入
量
は
１
０
万
㎥
を
予
定
し
て

い
る
。

区
画
整
理
地
内

の
大
型
擁
壁
工
事
が
出
て
き
て
切

土
を
す
る
工
事
が
あ
る
の
で
、
区

域
内
の
土
を
最
優
先
に
盛
り
土
に

利
用
し
て
い
く
計
画
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
と
、
沖
縄
県
内
で
公
共

工
事
発
生
残
土
利
用
調
整
計
画
が

あ
り
、
残
土
が
発
生
す
る
工
事
予

定
の
発
注
者
と
事
前
に
調
整
を
し
、

残
土
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

南
風
原
高
校
東
側
、
字
津
嘉

山
１
１
５
２
番
地
１
付
近
の
道
路

で
長
い
間
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

る
原
因
と
対
策
は
な
い
か
問
う
。

地
権
者
と
の
補

償
交
渉
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

用
地
背
面
に
大
型
擁
壁
の
設
置
に

よ
る
圧
迫
等
や
全
面
道
路
高
に
土

地
の
減
歩
等
が
原
因
で
あ
る
。
地

権
者
と
合
意
を
得
ら
れ
た
ら
、
先

行
し
て
土
を
盛
土
す
る
工
程
を
考

え
て
い
る
。

津
嘉
山
本
部
公
園
線
の

高
架
橋
下
の
活
用
を

高
架
橋
下
は
長
い
間
放
置
さ

れ
て
い
る
。
放
置
の
原
因
と
面
積

を
問
う
。

令
和
４
年
度
ま
で
建
築

工
事
を
行
う
業
者
と
借
地
契
約
を

し
て
い
た
が
、
現
在
は
都
合
に
よ

り
放
置
の
状
態
で
面
積
は
約
１
２

５
０
㎡
で
あ
る
。

問問

問

津
嘉
山
北
土
地

区
画
事
業
を
問
う

答
　土
砂
搬
入
量
１
０
万
㎥
を
予
定
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南
部
東
道
路
の

早
期
完
了
を

南
城
市
大
城
地
区
で
２
年
ほ

ど
工
事
が
止
ま
っ
た
状
態
に
あ

る
。
原
因
は
な
に
か
。

今
年
度
に
か
け
て
道
路

整
備
に
伴
う
擁
壁
、
盛
土
、
地
盤

改
良
等
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

南
風
原
区
間
の
南
部
東
道
路
は
令

和
２
年
４
月
に
都
市
計
画
変
更
で

起
点
は
高
速
道
路
連
結
部
、
終
点

が
神
里
地
区
ま
で
の
９
７
０
ｍ
に

な
っ
て
い
る
。

南
部
東
道
路
と
関
連
す
る
黄

金
森
公
園
線
の
起
点
側
照
屋
地
区

の
工
事
着
手
年
度
を
問
う
。

黄
金
森
公
園

線
は
旧
社
協
交
差
点
か
ら
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
延
長
１
６
８

０
ｍ
、
幅
員
２
８
ｍ
、
４
車
線
道

路
の
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
今
年

度
は
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
、
用

地
取
得
後
と
な
る
た
め
工
事
着
手

時
期
は
未
定
で
あ
る
。

問 問

「
戦
争
ほ
ど
、
残
酷
な
も
の

は
な
い
。
戦
争
ほ
ど
、
悲
惨
な
も

の
は
な
い
」。
こ
れ
は
、小
説
「
人

間
革
命
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
言

葉
で
あ
る
。
本
年
、
戦
後
80
年
を

迎
え
「
平
和
の
日
」
を
制
定
し
た

本
町
と
し
て
町
内
外
へ
ど
の
よ
う

に
平
和
を
発
信
し
て
い
く
か
問
う
。

戦
争
遺
跡
で
あ
る
南
風

原
陸
軍
病
院
壕
群
の
公
開
・
平
和

ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
実
施
・
子
ど

も
平
和
学
習
事
業
・
小
中
学
校
で

の
平
和
学
習
を
通
し
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。

次
世
代
へ
ど
の
よ
う
に
つ
な

い
で
い
く
か
具
体
的
な
取
り
組
み

を
問
う
。「

子
ど
も
平
和
学
習
事

業
」
は
、
毎
年
町
内
の
小
学
生
を

８
人
、
主
に
広
島
、
大
阪
、
京
都

な
ど
県
外
に
て
研
修
し
て
い
る
。

そ
の
事
前
と
事
後
研
修
を
含
め
、

最
後
に
報
告
会
を
実
施
を
し
て
い

る
。
学
校
で
は
「
全
校
平
和
教
育

計
画
」
を
立
て
、
毎
月
平
和
教
育

に
関
す
る
道
徳
や
総
合
ま
た
国
語

の
授
業
な
ど
で
学
習
し
て
い
る
。

「
子
ど
も
平
和
学
習
の
交
流

事
業
」
は
昨
年
ま
で
30
回
継
続
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
南
風
原
町
の

子
ど
も
た
ち
に
芽
生
え
た
平
和
の

心
の
火
種
を
大
切
に
し
て
育
ん
で

い
く
の
が
責
務
だ
と
思
う
。
ま
た

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
し
伝
え
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
、今
後
の
見
解
を
問
う
。

広
く
町
民
に
知

っ
て
も
ら
う
よ
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

に
つ
い
て
も
実
施
で
き
る
よ
う
に

考
え
た
い
。

目
指
せ
、
５
０
歳
か
ら
の

ワ
ク
チ
ン
助
成
を

帯
状
萢
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

本
町
の
対
象
年
齢
と
自
己
負
担
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

対
象
年
齢
は
、
本

年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
方
、
そ

の
年
度
に
70
歳
か
ら
５
歳
お
き
、

１
０
０
歳
以
上
で
あ
る
。
生
ワ
ク

チ
ン
約
８
６
０
０
円
は
自
己
負
担

４
０
０
０
円
、
組
替
え
ワ
ク
チ
ン

約
２
万
２
０
０
０
円
は
自
己
負
担

１
万
２
０
０
０
円
で
２
回
接
種
す

る
。

50
歳
か
ら
の
接
種
を
望
む
声

が
あ
る
。
対
象
者
を
広
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

50
歳
か
ら
で
き
る

よ
う
な
、
何
が
し
か
取
り
組
み
た

い
。

問問

問

問 問

教
育
長

教
育
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

国
保
年
金
課
長

国
保
年
金
課
長
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戦後80年
次世代へ
平和の文化を繋げ
答　子どもの平和学習交流を広く発信する

副
町
長

副
町
長

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

副
町
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
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